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・　ととが必翼な場創塙熱傳導の夷墳測ヨ例えば金麗性充

　　　　翼蘭を用いるとか，冷却用フィソを埋めこむことによつ

　　　　て梱當の効果が箏げられる．蓄の他熱膨脹係敷選萌度

　　　　秀壇述の配含を適當にすることによりいろいろの性能の

　’　　屯のか得られる．
　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　この懸用tとしては裟置が小型で頑丈なことが要求され

　　　　る場含，例えば航塞機用無線機器，誘導麗丸用電子管装

　　　　置等に用いられる外，小型でかつ高電璽の印加される箇

　　・　tWs一例えばブラウ｝イ管セットの高屡電源ブリーダ等に用

　　　　いるとでき，コnt放電の生ずる心配がなくきわめて小

　　　　型にすることができる．なお装置の大きい場合は幾つか
〆

　　　　のユニットにわけて樹脂埋込みを行い，プラヅグ・イソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t；　　　　によつて装置を構成する方法がとられている’

　　ん．＿　最後に電氣材料として新しい話題を投げかけている導

　　　　電性合成樹脂Markit6について述べる．8），最近の米誌
　　　　！
　　　　Life，にガラス板のような透明な合威樹脂板2枚の間に

　　　　挿まれたラソプが金麗性導線なしにご5こ5と輝やいて

　　　　いる窟翼がのつているが，これがこMこあげたMarkite

　　　　である・從來合成樹脂といえぽきわめて絶縁性の高い電

　　　　i氣絶縁物と考えられていたが，このMarkiteは第4圖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ
　　　　に示すように大略水銀程度の導電率から，蒸溜水に相當

　　　　するものまで任意の導電性を右ずる合成樹脂が得られる

　　　　と弔ことである・その組威等は明らかでないが，導電性

　　　　とともに熱傳導度が大きいという以夘こは物理的，化學

　　　　的特性は全く通常の合威樹脂と同様で，熱可塑性，熱硬

　　、　化唖何れのものも得られ，またモの熱膨脹係敷を從來の
　　　　絶蕎1性合成樹脂と全く同一にすることもできる．tLたが
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ノつてこの爾者を合成モールドして完全に氣密にすること　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ができるわけで，將來の懸用が期待される．

　　この樹脂は金麗板状に加工され，しかも腫ぶ小さい

ので機器の輕量俗とくに高速度廻韓部等に利用の途茄

ありs．またその抵抗がオームの法則に從うこと，100MC

附近まで抵抗値が饗化しないため，高周波用低抵抗，減

嚢器，電極さらには3弐元立膣回路構成素子としての特

殊用途があると思われる．　　　　　　　　　　　　’
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塑剤の合成研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＼／
　　　　　石井義郎・山下雄也・本柳忠義　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　l　　　　・1
　塵化ビ昌ル樹脂は普通50～100％の可塑禦を加　　　　　　　　　　　　CH2Cl　　　CH200C・CH3　CH20H

えて加工して；はじめて優れた弾性と張度を有す　ベンゼン　・　　　　ジオキシメチルベンゼン
る製品となる．從來可塑剤として賞用されてv・るもの　　　實験の一例をあげると，キシレンC，H4（CH3》21部

はジオクチルフタレrト（DOP）で次式のように，．酸　　にホルマリン・盛酸各5部を加え70°Cで7時間髄酸

と7・瞬一ルから作つた干ステルである．　・　ガスを吹込みつつ購させ・さらにホ・レマリン2部を　s

＜）：：9＞Q・　・一く）：：灘；1懸耀繋蕪鑑搬鄭
　　無水フタ櫛ノ職　　オクチルアルコール　．ジオクチルフタレート　　ら加水分解によつて直接グリコールを得ることは困難

DOPのアルコール成分は贅源的に得難いので・われ　　’なのでアセテ＿トに攣え朗爽で酒精カリで加水分解じ

わ繊このDOPとは逆のPt’…ス房・レ・すなわ蝦　て灘・43～・48・Cのグリ・一，レ齋た．．このグリ・

成分に天然油脂から得られぎ脂肪酸を用い・アルコー一一・　　＿ルと脂肪酸（C4　N　C12）とをパラトルエンスルフ牙ン

短成分として央に述べるようにベンぜン，キシレン等　　酸を鯛媒としてベンゼンを加えでmステル化すると各

の芳香族炭化水素から誘導したグリコ　・一ルを用いエス’　種のヱステルを得る・例えばジオキシメチルキシレン　　〆

テメ・を合成し，その可鵬としての適性を研究しよう　のジカプリン酸エステ～・は（200～250℃）／3・5mmの沸

とした．　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　鮎を有丈る・これらの昏種エマテルの可塑剤としての　　．

　まずベンゼン，キシレンにホルマリンと盛酸を作用　　性能に關しては目下検響中である・

・趨㌘鱗卿・Dゆらグリ・一灘襯灘1瀦器野1

　　　　　　　　CH2CI　　　　CH200C・CH3・CH20H
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